




 

 最近における小児感染症を考える場合,尿路感染症は呼吸器感染症についで

頻度が高い。従って,日常長期にわたる不明の発熱を主訴とする小児で尿路感染

症が原因となっている場合は少なくない。かかる時,特に,尿の通過障害,即ち先

天奇形が基礎疾患となっていることがあるので,尿路感染が疑われたならば,急

性期を過ぎた時期に経静脈腎盂造影あるいは逆行性膀胱造影等のレントゲンの

検索が必要となる。われわれは,過去 3年間に,原因不明の発熱の際に尿の一般

検査および細菌培養により尿路感染症との診断を得,その後のレントゲン検査

により尿路奇形あるいは膀胱尿管逆流を認めた症例を 10 例経験したので,うち

2例について報告する(表参照)。 


